
2,852,909

686,910

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］
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1.厚生労働省による成果指標において、就労・増収率は75％が目標とされている。当該目標達成のために必要な150人を目標とする
2.厚生労働省による成果指標において、ステップアップ率90％が目標とされている。そのため、90％を目標とする
3.令和３年度における就労見込数と同数を目標とする

49.9職員数（人） 49.9 49.9

設
定
理
由

成
果
指
標

1.就労や増収者を測定することにより就労支援の効果を確認するため
2.就労以外の生活の自立達成度合いを測定することにより相談支援の効果を確認するため
3.就労支援員により就労した生活保護受給者数を測定することにより、就労支援の効果を確認するため

778,674

2,498,909 2,566,399

4

うち一般財源 685,525

当初予算

5

 決　算　額（B）

3
生活保護受給者就労支援事業に
より就労に結びつく者

人 23

予
算
額

前年度繰越 0 0

24

人 118

2
生活困窮者自立支援制度を通じ
た支援対象者の状態像が変化（ス
テップアップ）した割合

％ 90.9

2,630,816 2,808,458

補正予算 109,358 139,061

合計（A)

R2年度

128

05 04 02 事業改善シート （令和４年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

R2年度 R3年度 R4年度

No 成果指標

2,521,458 2,669,397

単
位

R1年度

1
県の生活就労支援センターの支
援による就労・増収者数

0

ＤＸ、ゼロカーボン、
共生社会づくり、
学びの県づくり
に資する取組

2,817,730

35,179

86.7

↗

↗

R4年度
目標値

目指す姿

・様々な要因により生活に困難を抱えている方の相談に応じ、生活改善や就業支援等を通じて本人が望む自立した生活の実現につなげ
る。
・資産や能力等を活用してなお生活に困窮する世帯に対して、困窮の程度に応じて必要な保護を行い、健康で文化的な最低限度の生活
を保障し、自立の助長を図る。
・関係機関と連携した集中的な就労支援等により、就労や社会参加等を通じて生活保護受給世帯の自立を図る。

総合的に展開
する重点政策

5-1 多様性を尊重する共生社会づくり

5-5 子ども・若者が夢を持てる社会づくり

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

②県民の豊かさ全国トップレベルを維持

～ E-mail chiiki-fukushi@pref.nagano.lg.jp
事　業　名 生活困窮者支援事業

部局 健康福祉部 課・室 地域福祉課

実施期間 S25

事業番号

１　現状と課題

２　令和４年度事業内容

補正予算の
ポイント

・
主な取組
（予定）

【新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金事業】
・新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金の受付期間をR4年8月末まで延長するとともに、再支給を実施することにより、総合支
援資金の再貸付の終了等により生活に困窮する世帯を支援

これまでの
取組

・信州パーソナル・サポート事業、生活保護受給者就労支援事業　など

令和３年度
の点検結果

・
現状分析

課　　　　題 今後の方向性

・コロナ禍の影響により、生活就労支援センター「まいさぽ」による相
談・支援の件数が増加し、高止まりしており、きめ細かい支援が困難
・「まいさぽ」の支援において、長期未就労や就労継続困難な状況に
陥らない様、早期発見、早期支援を行う支援のあり方を確立する
・生活保護受給者が就職可能な求人がコロナ禍の影響により減少し
た中で、就労支援が思うように実施できない

・生活就労支援センター「まいさぽ」の人員体制を強化し、コロナ禍
で増加する相談・支援の需要に対応できる体制を整備する。
・生活困窮者の早期発見・早期支援のため、関係機関による支援会
議を効果的に実施する。
・就労可能な生活保護受給者に、集中的に就労支援を実施し、保護
からの早期脱却等、早期の自立を目指す。

区分（単位：千円）


